
清川村における“研究テーマ”と“４つの柱”

幼・小・中の１２年間を見通した確かな学力と豊かな心の育成

～輝き・愛着・誇りを持って未来を支える「清川っ子」の育成を目指して～

幼稚園および各校の研究のテーマ・概要

【研究の講師】
梅澤 秋久 先生

（横浜国立大学 教授）

≪今年度の成果≫
○園・各校において、課題を解決するための研究を深めることができた。

○ＩＣＴ活用の幅が広がり、授業での活用頻度が増えた。

○幼・小・中の交流活動が増え、先生方がそれぞれの子どもたちの活動を

実際に見合うことができた。
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【研究の講師】
飯窪 真也 先生

（教育環境デザイン
研究所 主任研究員）【研究の講師】

「エスアールシーカン
パニー」の方々

平塚市立港こども園
の先生方

【研究の講師】
大村 龍太郎 先生

（東京学芸大学
准教授）

「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会」における議論等
を踏まえ、幼児教育と小学校教育の円滑な接続の推進について

～遊ぼう！学ぼう！深めよう！未来へ輝く清川っ子～

葛藤や失敗も学びのチャンスに！
友達との関わり合いを通して、他
者の考えに触れたり、自己発揮し
たり、学年を超えた様々な経験を
積み重ねることで、育ち合いや学
び合いが深まった。

「自立・協働・創造」
～清川村から羽ばたく児童の育成～

「新しい時代に生きる力の育成」

「課題解決学習における個別最適な学びの実践」

数学科の二次関数の単元では、バス
ケットボールのシュートの軌跡を関
数に見立てて学習を行った。今まで
の学習を生かしながら個々で取り組
み、さらに仲間との対話を通して、
考えを深めることができた。

◇各校での研修会の実施（授業研究・工夫ある研究協議）
講師招聘各校１～３回実施

◇きよかわ学びづくり推進連絡協議会の開催（年６回）
研究報告、学力・指導力向上に向けた施策の協議等

◇「きよかわ学びづくりハンドブック」を活用した学習環境の整備
◇家庭・地域との連携
「きよかわまなび通信」を年３回発行し、幼稚園、各小・中学校
の取り組み等を紹介

◇12年間の系統性を意識した学校間交流の実施
異校種間における授業交流・参観・研究協議へ参加

主な取組

幼・小・
中で連携
した発達
段階に応
じた指導

学校と家庭・
地域が連携し
た生活習慣の
確立による確
かな学力と豊
かな心の育成

学校にお
ける指導
方法の工
夫と改善

生きる力
を育むた
めのICTの
活用

自分の気持ちを考え、他者に伝え
るといった力や課題解決能力の向
上を目指している。特に相手や場
面に応じて物事を考え、適切に話
したことをもとに行動に移す力の
向上を目指し、取り組みを進めた。

学年を越えた英語科での協働学習
を通して、他者に伝わる表現の工
夫、根拠や理由を伴う意見の表出、
聞き手を引きつけるプレゼンの工
夫など育成を目指した授業を行い、
研究協議を行った。


